
公表日：　　令和　８年　２月　１２日 回答数： 29件 事業所名：こども発達さぽーとセンター　るぽろ

チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペースの
十分な確保

お子さんに合わせた関わりを心がける為、2
部屋を利用し同時並行でグループを行って
います。グループの参加人数や活動に応じ
て部屋を移動し、環境を調整しています。

はい　29
どちらでもない　0
いいえ　0
わからない　0

・スペースの確保や人数、時間
分けをしていて活動しやすいで
す。

引き続き活動や様子によってスペースの確
保ができるようにしていきます。

2 職員の適切な配置

基準を満たしています。各グループにおいて
は、2～3名の職員で対応し、必要に応じて
専門職員も日中活動に参加し子どもに関わ
るようにしています。

はい　27
どちらでもない　0
いいえ　0
わからない　2

・細かいところまで見て頂いて安
心しています。

引き続き職員を適切に配置できるようにしま
す。その日グループに入っている先生の写
真を部屋の前に掲示していきます。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー化、
情報伝達等に配慮した環境など障害の特性
に応じた設備整備

必要に応じて絵カードでスケジュールを提示
したり、活動の手順を写真で提示したりして
います。活動の切り替えのタイミングではタ
イムタイマーを使用することもあります。同時
並行グループの時には自分の部屋がわか
るようにドアにグループのイラストを貼ってい
ます。

はい　28
どちらでもない　0
いいえ　0
わからない　1

・分かりやすい表示や提示の工
夫がされています。

引き続き、スケジュールや活動を写真や
イラストで提示していきます。また児童の
特性により集中しやすい環境や移動し
やすく危険のない環境を整えていきま
す。

4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動に
合わせた生活空間の確保

療育終了後に清掃をしています。使った遊具や
室内は終了次第、除菌ふき取りをするなど環境を
整えています。

はい　29
どちらでもない　0
いいえ　0
わからない　0

・活動内容により場所変更や設
置を変え、環境整備もされてい
ます。

引き続き、消毒などを行いながら清潔で心地
よく過ごせる空間を確保していきます。

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目
標設定と振り返り）への職員の積極的な参
画

月に1回の職員会議を実施しています。必要に応
じて時間を作り会議の場を設けています。

2
第三者による外部評価を活用した業務改善
の実施

実施していません。
第三者評価の受審については、引き続き検
討していく予定です。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会の
確保

職員がそれぞれ必要な研修に参加し報告書と共に資料
を回覧しています。職員同士で研修報告を行い情報共
有をしています。研修があるときには職員間で共有して
います。

児童発達支援事業に係る自己評価結果公表用
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分 保護者の評価

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者
のニーズや課題を客観的に分析した上での
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画の作成

職員全員で会議を持ち目標や支援方法などを検
討した上で、児童発達管理責任者が支援計画の
作成を行っています。

はい　28
どちらでもない　1
いいえ　0
わからない　0

・しっかりと意見を聞いていただ
き、分かりやすく反映された計画
を作成されていると思います。
・必ず面談をして支援計画を作
成してくれるので、内容がよく分
かりコミュニケーションが取れま
す。
・相談内容（困り事）にプラスの
（もう一歩踏み込んだ）内容で計
画を立ててもらえます。

引き続き保護者の意向を踏まえながら、子
ども達の発達に応じた支援計画を作成して
いきます。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画における子どもの支援に必要な項
目の設定及び具体的な支援内容の記載

支援計画の中で専門用語を少なくし、できるだけ
具体例を挙げるなどしてわかりやすく書けるよう
に努めています。

はい　28
どちらでもない　1
いいえ　0
わからない　0

・子どもに合わせた関わり方な
ど、具体的に設定されていると
思います。
・面談で話してくれるので、とても
分かりやすく、支援内容も納得し
ています場面の設定など分かり
やすく提示して下さるので安心で
す。
・更新時にはその時に必要な
（取り組める）内容を設定してくだ
さいます。
・場面の設定など分かりやすく提
示して下さるので安心です。

支援内容に関して抽象的な内容ではなく、具
体的に実施できる内容を記載していきます。

3
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画に沿った適切な支援の実施

会議や療育中・療育後に支援方法を検討し、適
宜支援方法を変更していけるようにしている。

はい　28
どちらでもない　1
いいえ　0
わからない　0

・連絡帳や口頭で説明してくれま
す。

引き続き会議や療育後等、適宜振り返りを
行いながら児の現状に沿った支援計画を立
て、適切な支援を行っていけるようにしま
す。また、支援計画を踏まえて、児の様子を
連絡帳でお伝えできるようにします。

4 チーム全体での活動プログラムの立案

年間で月間活動予定を立てた上で、詳細な内容
は前の月に会議を設け、職員で検討している。ま
た活動の中での個人の目標も考えながら活動を
決めている。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分 保護者の評価

5
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細やか
な支援

長期休みによる時間の変更は行っていません。
今年度より5週目も療育を実施しています。

6
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

必要に応じて身支度活動やお集まり等はある程
度固定化して定着を図っています。また、季節に
応じた遊びや活動を取り入れることで基本的な成
長、発達の支援をしています。

はい　29
どちらでもない　0
いいえ　0
わからない　0

・季節ごとに色々な体験ができる
よう工夫されていると思います。
・色んなプログラムを活動に取り
入れてくれています。

引き続き、必要に応じて定着を図りたい活動
は固定化していきます。併せて、子どもの発
達に応じた活動を考えていきます。

7
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹底

担当者同士で活動内容や役割を相談してから活
動を行っています。

8
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの情
報の共有化

担当者間で療育終了後や時間を合わせて話し合
い、支援の仕方や子どもの気になった部分を次
回どうするのか等の話をして情報を共有していま
す。

9
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

記録を見ることで子どもの姿が捉えられるような
日誌になるようにしています。それを基に支援の
改善を考えています。

10
定期的なモニタリングの実施及び児童発達
支援計画又は放課後等デイサービス計画
の見直し

半年に1回支援計画の見直しを行っています。
モニタリングは他事業所を含め、月に1回子ども
の様子を共有しています。

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス担
当者会議へ参画

子どもに応じて児童発達管理責任者とグループ
の担当者が担当者会議に参加しています。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障
害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体
制の整備
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分 保護者の評価

4

児童発達支援事業所からの円滑な移行支
援のため、保育所や認定こども園、幼稚園、
小学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

保護者を通じて、または保護者の了解を得たうえ
で、各学校・園などとの連携を行っています。担任
の先生が見学にこられることもあり、子どもの状
態や情報を共有しています。

5

放課後等デイサービスからの円滑な移行支
援のため、学校を卒業後、障害福祉サービ
ス事業所等に対するそれまでの支援内容等
についての十分な情報提供、

6
児童発達支援センターや発達障害者支援セ
ンター等の専門機関と連携や、専門機関で
の研修の受講の促進

個別の担当者会議として他市の児童発達支援セ
ンターと連携したり、児発管向けの研修に参加し
た。

勤務時間の短い職員が研修に参加しや
すいように工夫をしていきたい。

7

児童発達支援の場合の保育所や認定こど
も園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児童
館との交流など、障害のない子どもと活動
する機会の提供

併設している認定こども園の子どもと園庭で遊ん
だり、テラスで遊ぶ機会を作り、自然と関われるよ
うな環境で活動を実施しています。

はい　16
どちらでもない　3
いいえ
わからない　10

・同じ場所にあるこども園のこど
も達と遊ぶこともあって「楽しい」
と言うなど、よい刺激になってい
ると思いました。
・こども園併設で、園庭遊び等で
交流もあります。

引き続き、こども園の児童と関わる機会を
持っていきます。その際は保護者の方にも
交流の様子をお伝えしていきます。

8
事業所の行事への地域住民の招待など地
域に開かれた事業の運営

昨年に引き続き今年も太子福祉フェスティバルに
参加し、地域の方や子どもたちとの交流を図る予
定です。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁寧
な説明

毎回契約時に重要事項説明書で説明をしていま
す。契約内容の変更時には変更内容をお伝えし
ています。療育終了後には、連絡帳やホワイト
ボードで活動内容や支援内容をお伝えしていま
す。また、曜日ごとの活動写真をるぽろ便りに掲
載し様子を見ていただいています。ご希望があれ
ば、保護者の方に療育の様子を見学に来ていた
だいています。

はい　29
どちらでもない　0
いいえ　0
わからない　0

・とても丁寧な説明でした。
・個別で丁寧な説明をしてくれま
した。

引き続き、活動や支援内容を丁寧に伝
えていきます。

2
児童発達支援計画又は放課後等デイサー
ビス計画を示しながらの支援内容の丁寧な
説明

支援計画は面談時間を設定し、読み合わせなが
ら内容の確認を行っています。了解を頂き捺印を
して頂いています。

はい　29
どちらでもない　0
いいえ　0
わからない　0

・支援内容の説明もしっかりして
頂けました。
・個別で丁寧な説明をしてくれま
した。とても分かりやすく理解で
きました。

支援計画を説明する時には子どものプ
ラスの力に視点を置き、分かりやすい説
明を心がけていきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分 保護者の評価

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、保
護者に対するペアレント･トレーニング等の
支援の実施

今年度は、年間の親講座の計画を立て、早めに
お知らせしています。現段階では、Dr.によるお話
し会・ことばの親講座・父親交流会・就学前親講
座、保護者交流会等を実施しご希望の保護者の
方にご参加いただいています。

はい　28
どちらでもない　1
いいえ　0
わからない　0

・定期的に行ってくれるので、参
加しています。興味のある内容
が多いです。
・OTの講座も大変分かりやす
かったです。

保護者のニーズに合わせた講座を開催して
いけるように日程を調整していきます。より
分かりやすい親講座のご案内方法を検討し
ていきます。

4
子どもの発達の状況や課題について、日頃
から保護者との共通理解の徹底

小集団療育後に部屋の前に掲示しているホワイ
トボードや連絡帳のやり取りやを通して子どもの
様子を共有していけるようにしています。必要に
応じて面談の時間を設けています。

はい　28
どちらでもない　1
いいえ　0
わからない　0

・その日の出来事や課題をいつ
も教えていただいていると思いま
す。こちらも家や園での状況など
もっと伝えていきたいと思いま
す。
・連絡帳や口頭で説明や伝えあ
いをして共有しています。
・一日のこどもの様子を細かく連
絡帳に書いてくださるのはありが
たいが、自分のこどもが入所時
からどの程度まで出来ることが
増えているのか共有をたまにで
いいのでして欲しいです。
・こども園での困りごとなど、その
都度必要な課題を取り組んでも
らえます。

引き続き児童について保護者と共通理
解を深めていけるよう努めていきます。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談への適切な対応と必要な助言の実施

保護者の方から相談があったときには面談の時
間を設定し、個別でお話をさせていただいていま
す。

はい　27
どちらでもない　1
いいえ　0
わからない　1

・聞きやすい環境で、助言もくれ
るので助けられています。
・専門的な内容の疑問にも、そ
の都度説明やアドバイスをしても
らえます。

引き続き、相談しやすい関係を築き、安心し
て子育てしていけるよう丁寧に対応していき
ます。お子さんの様子の変化があった時や、
保護者の方の不安がある時には必要に応じ
て面談の時間を設けていけるようにします。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

保護者会を設けていませんが、保護者支援も大
きな目標の一つです。毎年就学前の親講座では
卒園児の保護者を招いて就学前の座談会を実施
しています。親講座と同日に保護者交流会を実
施する等、保護者同士が話しやすい環境も作っ
ています。

はい　23
どちらでもない
いいえ　0
わからない　3

・交流会があり参加しています。
いつも話しやすい雰囲気です。

引き続き定期的に交流会を設け、保護
者同士の交流の機会を持てるようにしま
す。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応体
制整備や、子どもや保護者に周知及び苦情
があった場合の迅速かつ適切な対応

要事項説明書に記載して契約時に説明するとと
もに、事業所にも掲示しています。苦情があった
時には、すぐに管理者に報告し対応に努めてい
ます。また、毎月のリスクマネジメント会議で報告
しています。

はい　18
どちらでもない　0
いいえ　0
わからない　8

・苦情を聞いたことがなくわかり
ません。

苦情を受け付けた時は、できるだけ当日中
に対応することを基本とし、保護者の方の思
いをしっかりと聞かせていただき解決に向け
て迅速に取り組んでいきます。
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チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分 保護者の評価

8
障害のある子どもや保護者との意思の疎通
や情報伝達のための配慮

小集団終了後に部屋の前に掲示しているホワイ
トボードで活動内容を配信したり、連絡帳で様子
をお伝えしています。また曜日毎にぽろ便りの裏
に活動写真を掲載して様子を見ていただけるよう
にしています。またお知らせ等はメール配信とお
便りの配布を行い、情報を伝達しています。

はい　26
どちらでもない　0
いいえ　0
わからない　0

・連絡帳や活動終了後に伝えて
くれるのでよくわかります。

引き続きわかりやすい情報伝達や意志
の疎通を心掛けていきます。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ども
や保護者への発信

毎月のるぽろ便りをメールと紙面で配信し、活動
内容や連絡事項を掲載しています。活動の様子
は部屋に掲示しているホワイトボードやるぽろ便
りに掲載している写真で様子を配信しています。

はい　26
どちらでもない0
いいえ　0
わからない　0

・活動内容などボードやメールで
発信してくれています。分かりや
すく助かっています。

引き続きわかりやすい情報伝達を心掛
けていきます。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応
契約時に個人情報の取り扱いについて説明し、
了承を得たうえで同意書にサインを頂いていま
す。職員の意識向上にも気を付けています。

はい　26
どちらでもない　0
いいえ　0
わからない　0

引き続き個人情報の取り扱いには十分
配慮していきます。

1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感
染症対応マニュアルの策定と、職員や保護
者への周知徹底

はおとの森こども園と一緒に感染症対策委員会
を立ちあげて、随時研修を行っています。また、
流行時期に合わせて情報発信をしています。緊
急時対応マニュアルも作成しています。緊急時に
は速やかに対応することができるよう外出企画書
を作成し職員間で周知しています。

はい　24
どちらでもない　0
いいえ　0
わからない　2

・はじめに書面を用いて説明が
ありました。

必要に応じて保護者の方へも周知して
いきます。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避難、
救出その他必要な訓練の実施

毎月1回、施設全体で様々な場面を想定し訓練を
実施しています。

はい　20
どちらでもない　0
いいえ　0
わからない　6

・毎月避難訓練をしています。
引き続き避難訓練を実施していきます。
避難訓練の予定をるぽろ便りでお知ら
せしていきます。

3
虐待を防止するための職員研修機の確保
等の適切な対応

虐待防止に関する責任者を選定し、虐待の防止
を啓発・普及するための研修を実施しています。
定期的に虐待防止委員会を実施したり、事例検
討会を実施するなどして、人権擁護についても考
える機会を設けています。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における組
織的な決定と、子どもや保護者に事前に十
分に説明・・了解を得た上での児童発達支
援計画又は放課後等デイサービス計画へ
の記載

契約時に説明しています。身体拘束に対する考
え方、受け止め方の共通理解をし、必要な場合に
おいては適切な手順で対応します。また、支援計
画に記載を必要とする児に関しては、計画更新
時に振り返りと説明を行っています。

非
常
時
等
の
対
応

保
護
者
へ
の
説
明
責
・
連
携
支
援



チェック項目 現状評価（実施状況・工夫点等） 保護者の評価を踏まえた改善目標・内容区分 保護者の評価

5
食物アレルギーのある子どもに対する医師
の指示書に基づく適切な対応

契約時に保護者に確認、チェック表の記入をして
頂き必要であれば調理師との懇談をして頂きま
す。クッキング等で食材を扱う時には、保護者の
方に使用する食材の中でアレルギーがないか確
認をしています。

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内で
の共有の徹底

ヒヤリとした場面があったときには報告、共有して
います。施設全体で月1回リスクマネジメント会議
を実施し、その際にも改めて共有し、未然に防ぐ
ことの出来る対策を考え、安全に過ごすことが出
来る環境を構成することに努めています。

1 子どもは通所を楽しみにしているか
楽しんで通所できるよう各グループで療
育内容を検討し支援者も楽んで活動を
行っています。

はい　22
どちらでもない　3
いいえ　0
わからない　2

引き続き月の活動予定表を配布し安心して
通所できるよう努めていきます。また来所時
に不安そうな児童には連絡帳やお迎えの時
に丁寧に様子を伝えていき、保護者の方が
安心して頂けられるように努めていきます。

2 事業所の支援に満足しているか

はい　26
どちらでもない
1
いいえ　0
わからない　0

今後も児童や保護者のニーズに沿った支援
が出来るよう多職種で連携を取りながら支
援の向上に努めます。

非
常
時
等
の
対
応

満
足
度

・いつも感謝しております。あり
がとうございます！
・いつも楽しみにしています。活
動内容が気になりよく見ていま
す。
・とても満足しています。安心感
にも繋がっています。
・時々行きたくないということがあ
ります。
・とても満足です。期待以上の提
案や支援を行っていたあいてい
ます。
・毎回とても楽しみにしていま
す。


